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スの場合、五月一七日から約一カ月であった。ただし、調査基準日時は五月一日午前零時 分で 対象者にはフィリピンに過去 年以上滞在もしくは滞在予定であるすべての国籍の住民が含まれ 。日本やタイが三カ月以上としているのに比 ると、滞在基準を長めに設定している。そのためかどうかは不明だが、二〇一〇年センサで把握されているフィリピン国内に滞在する外国籍は約一三万人（人口の〇・一四％）であった。このように外国籍が少な ことから、フィリピンの人口センサスの質問票は英語のみ 、本特集で紹介する他国のよう 外国語では作成していない。その代わり 国語のタガログ語を含め、国内の主要
な七つの地方言語に質問を置き換えられるよう、調査員が地方言語別対応表を携えている。　
なお、フィリピンには海外就労









センサスでは六万七五七〇人）と調査員を監督・支援するチーム・スーパバイザー（同一 三六二九人）によって構成される。彼らは臨時雇用者で、そのほとんどは公立小学校の先生である。人口センサスのあり方について定めた一九八〇年の法律で、調査員の資格要件がそのように規定されているためだ。二 一〇年センサ のように調査期間が五月なら、ちょうど学年暦の最終月で休暇期間にあたるため、先生達には余裕がある。しかし、調査が学年暦の始まる六月にかかったり、二〇一五年センサスのように八月 実施されたりすると、先生たちは大忙しとなる。　
調査方法は、調査員が自分の調
査区の地図の更新ない 作成をするところから始まる。これから訪問する建物や家屋を確認するためである。次に、そこに常住する世帯数と男女別人数などの基本的情報を、事前に調べられるだけ調べてリストしていく。 の時点で、自分の調査区の世帯数と 口をおおよそ把握していること なる。その後、調査員は戸別訪 して聞き取り調査を実施する。ただし、山岳地帯や離島、それに紛争地域、


















女性のほうが長生きするため、人口全体に占める女性の人数のほうが多くなるとされている。他国を見渡してもそうだ。だ フィリピンの場合はその逆である。そこで年齢別にみてい と、五三歳以上は女性のほう 、なんらおかしくない。こ 件については、後述するように海外移住者の男女比が関係 ているのではないかと思われる。
●タガログ語の家庭は四割　
フィリピンの人口センサスには














総人口（1,000人） 60,703 76,506 92,337
中央年齢 19 21 23
年齢階級別人口比率（％）
　　年少人口（0-14歳） 39.5 37.0 33.4
　　生産年齢人口（15-64歳） 57.1 59.2 62.3
　　高齢人口（65歳以上） 3.4 3.8 4.3
総世帯数（1,000） 11,407 15,279 20,172
世帯あたりの平均人数 5.3 5.0 4.6
合計特殊出生率 4.3 3.8 3.1
女性100に対する男性の指数 101.1 101.4 101.8
海外就労者 417,301 992,397 1,505,219
　　人口比（％） 0.7 1.3 1.6
（出所）　NSO,Census of Population and Housing（各年版）より作成。合計特殊





























　アメリカ 29,972 0.03 英語 0.08





　タガログ 22,512,089 24.44 タガログ語 37.52
　ビサヤ 10,539,816 11.44 ビサヤ語 14.69
　セブアノ 9,125,637 9.91 セブアノ語 8.16
　イロカノ 8,074,536 8.77 イロカノ語 8.12
　イロンゴ 7,773,655 8.44 イロンゴ語 6.64
　ビコール 6,299,283 6.84 ビコール語 4.33
　ワライ 3,660,645 3.97 ワライ語 2.75
　カパンパンガン 2,784,526 3.02 カパンパンガン語 2.53
　ボホラノ 2,278,495 2.47 ボホラノ語 1.03




（出所）　NSO,2010Census of Population and Housing より作成。
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（出所）　NSO,2010 Census of Population and Housing より作成。
